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体
性
、
物
事
を
冷
静
に
考
え
、
判

断
し
自
分
の
行
動
に
責
任
を
も
つ

こ
と
で
す
。
町
で
は
、
行
政
と
地

域
が
連
携
し
ま
ち
づ
く
り
の
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
に
も
参
加
い
た

だ
き
活
躍
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
」
と
お
祝
い
の
言

葉
が
述
べ
ら
れ
た
あ
と
、
来
ひ
ん

を
代
表
し
て
小
川
町
議
会
議
長
か

ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
新
成
人
を
代
表
し

て
、
実
行
委
員
の
上
田
竜
司
さ
ん

（
玉
水
区
）
が
「
今
日
集
ま
っ
た

新
成
人
は
、
皆
夢
や
希
望
を
も
っ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
よ
り
良

い
社
会
を
築
く
礎
と
な
る
こ
と
を

こ
こ
に
誓
い
ま
す
」
と
力
強
く
成

人
の
誓
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、
小
・
中
学
校
時
代

の
恩
師
か
ら
当
時
の
思
い
出
話
し

や
励
ま
し
の
言
葉
を
受
け
た
り
、

豪
華
賞
品
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
な
ど
で
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
が

新
成
人
に
選
挙
へ
関
心
を
持
っ
て

も
ら
お
う
と
、
開
式
前
に
実
際
の

選
挙
と
同
じ
手
順
で
模
擬
選
挙
を

実
施
し
、
新
成
人
た
ち
は
『
総
理

大
臣
を
選
ぶ
な
ら
誰
が
い
い
か
』

を
、
４
人
の
候
補
者
「
丸
山
弁
護

士
」「
星
野
仙
一
」「
チ
ェ
ジ
ウ
」

「
細
木
数
子
」
の
中
か
ら
選
ぶ
『
模

擬
投
票
』
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
汐
見
町
長
を
は
じ

め
、
小
川
町
議
会
議
長
、
宮
本
町

選
挙
管
理
委
員
長
、
町
議
会
議

員
、
各
区
長
、
各
関
係
団
体
の
役

員
な
ど
約　

人
の
方
々
が
来
ひ
ん

７０

と
し
て
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
丸
山
教
育
委
員
長

が
「
皆
さ
ん
は
、
本
日
か
ら
国
民

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
権
利
を
持

ち
、
社
会
の
重
要
な
一
員
と
し
て

役
割
を
担
う
と
と
も
に
多
く
の
責

任
と
義
務
を
負
い
ま
す
。
若
さ
、

力
強
さ
を
十
分
に
発
揮
し
て
社
会

の
発
展
に
貢
献
し
て
く
だ
さ
い
」

と
式
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
続

い
て
汐
見
町
長
か
ら「
皆
さ
ん
は
、

今
日
か
ら
権
利
と
義
務
を
持
ち
責

任
あ
る
行
動
が
求
め
ら
れ
る
一
歩

を
踏
み
出
さ
れ
ま
し
た
。
社
会
に

お
い
て
大
切
な
こ
と
は
教
養
や
主

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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１
月
９
日
（
月
）、
井
手
町
成
人

式
が
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
今
年
成
人
式
を
迎
え

た
男
性　

人
と
女
性　

人
、
合
わ

５０

４５

せ
て　

人
が
大
人
の
仲
間
入
り
を

９５

し
ま
し
た
。
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井
手
町
消
防
団
（
村
田
吉
男
団

長
＝
団
員
２
５
０
人
）
や
消
防
署

井
手
分
署
に
よ
る
消
防
出
初
式
が
、

１
月
８
日
（
日
）
泉
ヶ
丘
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
町
内
外
か
ら
約　

人
の

８０

来
ひ
ん
を
は
じ
め
、
汐
見
町
長
の

出
席
の
も
と
整
然
と
し
た
分
列
行

進
か
ら
出
初
式
が
は
じ
ま
り
、
村

田
団
長
以
下
約
２
０
０
人
の
消
防

団
員
、
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分

署
員　

人
に
続
き
、
ポ
ン
プ
車
等

１５

　

台
も
入
場
し
ま
し
た
。

１５
　

式
で
は
、
汐
見
町
長
か
ら
「
元

気
は
つ
ら
つ
な
分
列
行
進
を
拝
見

し
、
本
町
の
消
防
防
災
は
安
心
で

あ
る
と
、
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。

昨
年
、
全
国
で
は
自
然
災
害
が
多

�����
����

く
発
生
し
ま
し
た
。
幸
い
町
内
で

発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
急
な
山

や
天
井
川
の
多
い
本
町
に
と
っ
て

は
、
い
つ
起
こ
っ
て
も
不
思
議
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
災
害
が
起
こ
っ

た
と
き
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
先

頭
に
立
つ
の
は
消
防
団
員
の
皆
さ

ん
で
す
」
と
式
辞
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
村
田
団
長
か
ら
「
昨

年
は
、
災
害
は
発
生
し
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
火
災
は
発
生
し
ま
し
た
。

幸
い
大
き
な
被
害
は
な
く
、
こ
れ

も
団
員
の
結
束
、
そ
し
て
井
手
分

署
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
今

後
も
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る

た
め
に
消
防
団
活
動
に
精
進
し
て

く
だ
さ
い
」
と
訓
示
が
さ
れ
た
あ

と
、
優
良
消
防
団
員
の
表
彰
状
授

与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
来
ひ
ん
か

ら
は
、
府
知
事
代
理
の
猿
渡
府
総

務
部
長
を
は
じ
め
小
川
町
議
会
議

長
ら
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
団
を
代
表
し
て
福
島
昌

英
さ
ん
か
ら
、
表
彰
に
対
す
る
謝

辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
第
１
・
２
分
団
の
消

防
団
員
と
井
手
分
署
員
に
よ
る
一

斉
放
水
が
行
わ
れ
、
冬
空
に
勢
い

よ
く
６
本
の
水
柱
が
上
が
り
、
出

初
式
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
表
彰
さ
れ
た
方
々

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）
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松
尾
昌
利
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福
島
昌
英
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森
田
宏　

古
賀
太
志　

今
西
基
一　

奥
村
清
司

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�中

谷
忠
樹　

山
之
内
輝
彦　

横
田

勉　

中
坊
学　

柴
田
昭
博　

中
坊

 

一　

立
石
猛　

平
尾
宏
信　

岡

本
貞
信　

奥
村
晃
司

�
�
�
�

古
川
隆
彦　

松
本
泰
治　

中
坊
博

誠　

寺
井
久
明　

中
坊
傳　

乾
真

司　

窪
田
貴
夫　

窪
田
幸
弘　

八

木
剛
司　

大 

康
司

�
�
�
�

中
谷
誠　

泰
井
英
隆　

中
坊
英
昭

　

鎌
田
篤
彦　

杉
山
弘
明　
 

川

和
良　

村
田
誠　

窪
田
明
夫　

大

西
知
之　

市
場
弘
一

�
�
�
�

西
島
寛
道　

西
島
友
和　

小
岩
井

純　

中
谷
忠
樹　

中
谷
誠　

関
根

洋　

橋
田
隆
徳　

福
田
督　

保 

信
人　

大
谷
友
次
郎　

辻
本
善
紀

国
本
泰
典　

安
永
朋
弘　

寺
村
勝

彦　

八
木
一
馬　

寺
村
峯
和　

大

西
慎
太
朗　

谷
田
晴
紀　

橋
本
秀

臣　

山
口
誉

�
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�
�
�
�
�
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が
確
認
さ
れ
、
周
辺
に
瓦
も
散
乱

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
北
西
側
に

も
同
じ
く
３
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
４

ヶ
所
の
柱
穴
跡
が
確
認
さ
れ
、
そ

の
建
物
の
規
模
は
金
堂
規
模
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
る
、
伽

藍
配
置
は
奈
良
県
の
法
隆
寺
の
配

置
に
近
い
寺
院
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
調
査
に
引
き
続
き
、
大

き
な
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定

さ
れ
、
左
大
臣
橘
諸
兄
が
建
立
す

る
に
ふ
さ
わ
し
い
寺
院
の
姿
が
浮

か
び
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
調
査
に
係
る
現
地
説
明

会
が
昨
年　

月　

日
（
日
）
に
行

１２

１８

わ
れ
、
町
内
外
か
ら
考
古
学
フ
ァ

ン
ら
約
３
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成　

年
度
、　

年
度
の
発
掘
調

１５

１６

査
で
は
、
建
物
の
礎
石
の
据
え
付

け
跡
や
、
軒
先
の
「
雨
落
ち
」、
建

物
の
基
壇
や
そ
の
基
壇
を
装
飾
す

る
「 
凝
灰
岩 
」、
線
刻
が
ほ
ど
こ
さ

ぎ
ょ
う
か
い
が
ん

れ
ゆ
う
薬
で
色
付
け
さ
れ
て
い
た

「 
垂
木
先
瓦 
」、
石
橋
瓦
窯
跡
で
も

た
る
き
さ
き
が
わ
ら

発
見
さ
れ
た
、「
軒
丸
瓦
」「
軒
平

瓦
」「
瓦
だ
ま
り
」「
石
敷
き
」
な
ど

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
昨
年
度
の

調
査
で
確
認
さ
れ
た
石
敷
き
の
東

側
や
講
堂
跡
と
考
え
ら
れ
る
建
物

跡
の
南
側
で
行
わ
れ
、
柱
穴
跡
が

合
計　

ヶ
所
見
つ
か
り
ま
し
た
。

１０

そ
の
う
ち
の
６
ヶ
所
は
３
メ
ー
ト

ル
間
隔
で
３
ヶ
所
ず
つ
２
列
に
並

び
、
礎
石
の
下
に
置
く
「 
根 ね 
石 
」
い
し

　

昨
年　

月
よ
り
、
町
教
育
委
員

１０

会
が
進
め
て
い
た
井
手
（
堤
）
寺

跡
の
発
掘
調
査
で
、
新
た
に
「
石

敷
き
」
や
建
物
の
「
柱
跡
」
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
発
掘
は
、
昨
年
度
発
掘

を
行
っ
た
周
辺
、
２
０
０
㎡
を
３

ヶ
所
に
分
け
て
調
査
し
た
も
の
。

　

井
手
（
堤
）
寺
は
奈
良
時
代
井

手
の
地
に
居
を
構
え
た
橘
諸
兄
が

現
在
の
井
堤
寺
跡
付
近
に
建
て
た

と
さ
れ
る
古
代
の
寺
院
で
、
七
堂

伽
藍
（
塔
や
金
堂
）
の
整
っ
た
当

時
の
地
方
寺
院
で
は
大
規
模
な
寺

院
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
周
辺
で
平
成　

年
に
行
わ

１３

れ
た
府
道
和
束
井
手
線
の
拡
張
に

伴
う
調
査
で
は
、
７
本
の
柱
跡
が

発
見
さ
れ
、
周
辺
一
帯
に
は
埋
蔵

文
化
財
が
ほ
か
に
も
多
数
存
在
し

�
��
�
��
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�



����������� �

� �
�������������	
���
�����������
��������	
��
������������������
��������	
��
��������������
��������	
��
�	����	�����	���
���������	
��
���������������
��������	
��
����������������
��������	�
��
����������������
��������	
	��
��������������

�
���������������	
�����������	
��
�

��

��������	
��
�����������������
����
��������	
���

���������
����
��������	
��
�����������������
��������	
���
���������������
���������	
��
��������	
��
������
���������
��������	
��
����������������
��������	
��
����

� �
��������������	�
��
�����	�����
��������	
��
���������������	
��������	
��
����������������
��������	
��
�
��
��������	
��
��
�������������
��������	
��
����������������
��������	�
��

��������	
��
��������
��������
��������	�
��
�����
���������
���������	
���	

��	
��������
��������	
��
����������������
��������

� �
���������������	
��
�������������
��������	
��
����������������
��������	
��
�����������������
��������	��
���
��������	
��
�����������������
��������	
��
���	��������������
���������	
��
������

�
��������	
��
�����������	�
���

��������	
��
�����������
��������	
��
������������������
��������	
��
���������
��������	
��
����������������
��������	
���
��������	
������
��������	
��
��������������



　　　　��������

「
総
力
祭
！
」 

開
催
の
お
知
ら
せ

　

２
月　

日
（
日
）
午
前　

時
か

２６

１０

●OPEN　午前9時～午後5時
●休館日　毎週火曜日・金曜日
お茶のサービスやコーヒーを販売して
いますので、お気軽にお越しください

ら
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
椿
坂
で

「
総
力
祭
！
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

も
ち
つ
き
や
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
家
族

や
お
友
達
を
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
是
非
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

▼
い
ろ
い
ろ
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を

用
意
し
て
い
ま
す
（
要
申
込
）

�
『
陶
芸
』
や
『
土
ひ
ね
り
』
が

体
験
で
き
ま
す
。（
陶
芸
工
房
山

吹
が
指
導
し
ま
す
）

�
『
ガ
イ
ド
』
体
験
で
は
、
町
内

の
史
跡
・
旧
跡
を
案
内
し
ま
す
。

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
案

内
し
ま
す
）

�
折
り
紙　

今
年
の
干
支
（
戌
）

づ
く
り
（
折
り
紙
の
匠
が
指
導

し
ま
す
）

＊
各
体
験
は
、
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り

▼
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
出
店

�
椿
坂
野
菜
市
（
新
鮮
野
菜
や
漬

物
な
ど
）

�
豚
汁
、
や
き
い
も
、
ポ
ッ
プ
コ

ー
ン

�
輪
投
げ
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り

▼
２
月　

日
に
配
布
予
定
の
、「
総

１０

力
祭
！
」
の
チ
ラ
シ
を
当
日
ご
持

参
の
方
に
『
椿
坂
来
館
記
念
絵
は

が
き
』を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す（
先

着
２
０
０
人
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
込
は
、

井
手
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
事
務

局
（
役
場
企
画
財
政
課
内　

℡　
８２

‐
５
２
１
２
）
ま
で

学
校
野
球
部
Ａ
③
泉
ヶ
丘
中
学
校

野
球
部
Ｂ
④
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

⑤
泉
ヶ
丘
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
Ｂ

⑥
泉
ヶ
丘
中
学
校
陸
上
部
⑦
泉
ヶ

丘
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
⑧
多

賀
キ
ン
グ
ス
⑨
泉
ヶ
丘
中
学
校
サ

ッ
カ
ー
部
Ｃ
⑩
泉
ヶ
丘
中
学
校
女

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
Ａ
⑪
泉
ヶ
丘

中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
Ｂ

◎
区
間
賞
（
敬
称
略
）

１
区　

寺
島
一
喜
（
上
井
手
区
）

２
区　

村
田
啓
輔
（
泉
ヶ
丘
中
学

校
サ
ッ
カ
ー
部
Ａ
）

３
区　

大
森
誠
梧
（
泉
ヶ
丘
中
学

校
野
球
部
Ａ
）

４
区　

尾
井
幸
一
（
ワ
タ
キ
ュ
ー

セ
イ
モ
ア
株
式
会
社
）

５
区　

木
村
博
高
（
東
部
区
）

▼
平
成　

年
度
井
手
町
井
手
財
産

１６

区
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

の
件

▼
平
成　

年
度
井
手
町
多
賀
財
産

１６

区
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

の
件

�
�
�

▽
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
件

※　

月
定
例
町
議
会
で
の
人
権
擁

１２
護
委
員
推
薦
者
は
次
の
方
で
す

（
敬
称
略
）

●
人
権
擁
護
委
員

小
川　

憬
（
石
垣
区
）

木
田
徳
子
（
北
区
）

  
意
見
書
可
決 

　
「
地
方
の
道
路
整
備
の
促
進
と

財
源
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書
」

お
よ
び
「
障
害
者
福
祉
制
度
の
充

実
に
関
す
る
意
見
書
」
の
２
件
の

意
見
書
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
意
見
書
は
関
係
行

政
庁
等
に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

��

�
�
��
�

�
�
�
�
�
�
①
上
井
手
区
②
西
部

区
③
東
部
区

�
�
�
�
�
�
①
井
手
小
学
校
教
職

員
②
ワ
タ
キ
ュ
ー
セ
イ
モ
ア
株
式

会
社
③
上
井
手
中
良
フ
ァ
ミ
リ
ー

④
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
⑤
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ｕ

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｉ
ハ
ッ
ス
ル
チ
ー
ム

�
�
�
�
�
�
�
�
	
①
泉
ヶ
丘
中

学
校
サ
ッ
カ
ー
部
Ａ
②
泉
ヶ
丘
中

　
　

月
定
例
町
議
会
は
、　

月　

１２

１２

１２

日
か
ら
、　

日
ま
で
開
か
れ
、
９

２１

人
の
議
員
か
ら　

件
の
一
般
質
問

１９

が
行
わ
れ
、
平
成　

年
度
井
手
町

１７

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
回
）

な
ど
５
件
の
議
案
、
１
件
の
諮
問

な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
提
出

さ
れ
た
案
件
は
い
ず
れ
も
慎
重
に

審
議
さ
れ
原
案
可
決
ま
た
は
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

　
　

月
定
例
町
議
会
で
可
決
成
立

１２
し
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�
�
�

▼
平
成　

年
度
井
手
町
一
般
会
計

１７

補
正
予
算
（
第
５
回
）

▼
平
成　

年
度
井
手
町
水
道
事
業

１７

会
計
補
正
予
算
（
第
３
回
）

▼
平
成　

年
度
井
手
町
多
賀
地
区

１７

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
回
）

▼
平
成　

年
度
井
手
町
公
共
下
水

１７

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
回
）

▼
井
手
町
都
市
計
画
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
の
件
２

件▼
平
成　

年
度
井
手
町
一
般
会

１６

計
、
特
別
会
計
「
国
民
健
康
保
険
、

多
賀
地
区
簡
易
水
道
、
老
人
保

健
、
介
護
保
険
、
公
共
下
水
道
」

歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
件

▼
平
成　

年
度
井
手
町
水
道
事
業

１６

会
計
決
算
認
定
の
件

�
����������
����������
����������
����������
����������
����������

�
�
�
�
�
�

����������������������

市街化区域及び
市街化調整区域に関する
都市計画の見直しについて
　井手町では、健康で文化的な都市生活や機能的な

都市生活を確保し、住み良いまちづくりを進めるた

め、用途地域などの都市計画を定めています。

　また、無秩序な開発を防止しながら計画的な市街

地整備を進めるために都市計画区域を市街化区域と

市街化調整区域に区分しています。現在の区分は平

成１２年度に定めたものですが、その後の土地利用の

動向や社会経済情勢の変化などを踏まえ、計画的で

良好なまちづくりがさらに進められるよう、現在そ

の見直し作業を行っています。

＊お問い合わせは、役場建設課（℡８２‐２００１）まで



����������� �

�
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
検
診

※
実
施
日
時
は
申
し
込
み
時
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い

※
診
断
は
無
料
で
す

＊
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

は
、
山
城
北
保
健
所
保
健
室
（
℡

　

-  
２
１
９
２
）
ま
で

２１

胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
写
真
の

再
度
撮
影
に
つ
い
て

　

井
手
町
に
お
い
て
は
平
成　

年
１７

６
月
に
実
施
し
た「
肺
が
ん
検
診
」

を
受
け
ら
れ
た
方
の
胸
部
エ
ッ
ク

ス
線
写
真
を
再
度
読
影
す
る
形
式

で
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平

成　

年
３
月　

日
ま
で
に
申
し
込

１８

１０

ん
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る

相
談
に
お
い
て
、
検
診
・
医
療
機

関
等
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

�
�
�
�

　

平
成　

年
６
月
実
施
の
「
肺
が

１７

ん
、
結
核
検
診
」
を
受
け
ら
れ
た

方
で
次
に
該
当
す
る
方

�
過
去
に
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
事
業

所
に
就
労
し
て
い
た
方

�
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
商
品
等
を
扱

う
自
営
業
の
方

�
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
業
種
の
家
族

の
方

�
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
事
業
所
の
周

辺
に
居
住
又
は
、
居
住
歴
の
あ

る
方

�
�
�
�
�
�

�
問
診
（
仕
事
の
内
容
や
ア
ス
ベ

ス
ト
の
関
連
す
る
項
目
）

�
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
写
真
を
再
度

読
影
す
る

※
診
断
は
無
料
で
す

＊
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡　

-  
３
３

８２

８
５
）
ま
で

京
都
府
ア
ス
ベ
ス
ト
特
別

健
康
診
断
事
業
の
実
施
に

つ
い
て

　

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
へ
の

影
響
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康

不
安
を
解
消
す
る
た
め
に
山
城
北

保
健
所
で
は
ア
ス
ベ
ス
ト
健
康
診

断
を
予
約
制
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
に

１８

１０

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�

　

府
内
在
住
の
、
原
則
と
し
て　
３０

歳
以
上
で
次
に
該
当
す
る
方

�
過
去
に
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
事
業

所
に
就
労
し
て
い
た
方

�
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
商
品
等
を
扱

う
自
営
業
の
方

�
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
業
種
の
家
族

の
方

�
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
事
業
所
の
周

辺
に
居
住
又
は
、
居
住
歴
の
あ

る
方

�
�
�
�
�
�
�
�

�
問
診
（
仕
事
の
内
容
や
ア
ス
ベ

ス
ト
の
関
連
す
る
項
目
）

＊平成１７年１２月１９日から
　小児救急医療が山城地域で
　始まっています

��������

�������
�������

���������
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�

�
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��������

※平日が祝日の場合は、田辺中央病院が当番病
院となります
※宇治徳州会病院は、火・水・木以外も小児救
急当直体制を実施しています

農
薬
使
用
に
係
る
説
明
会

の
開
催
に
つ
い
て

　

食
品
衛
生
法
は
個
々
の
農
薬
に

つ
い
て
、
使
用
で
き
る
作
物
毎
に

安
全
性
評
価
に
基
づ
く
残
留
基
準

を
設
定
し
て
い
ま
す
が
、
外
国
で

登
録
が
あ
る
農
薬
を
は
じ
め
、
国

内
で
登
録
が
あ
る
農
薬
の
中
に
も

使
用
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
作
物

に
は
残
留
基
準
が
設
定
さ
れ
て
い

な
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
平
成　

年
５
月
か
ら
「
食

１８

品
に
残
留
す
る
農
薬
等
に
関
す
る

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
」
の
実

施
施
行
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
農
家
及
び
一

般
家
庭
菜
園
で
農
薬
を
使
用
さ
れ

る
方
々
を
対
象
に
次
の
通
り
説
明

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

�
�
�
�

日
時
／
３
月
７
日　

午
後
７
時
〜

（火）

場
所
／
井
手
町
自
然
休
養
村
管
理

セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

�
�
�
�

日
時
／
３
月
９
日　

午
後
７
時
〜

（木）

場
所
／
Ｊ
Ａ
や
ま
し
ろ
井
手
町
支

店
２
階
会
議
室

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
産
業

課
（
℡　

‐
２
０
０
１
）、
Ｊ
Ａ
井

８２

手
町
支
店
（
℡　

‐
２
６
１
３
）

８２

ま
で

�

�

�

�

���������������

���������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
利
用
者
負

担
軽
減
制
度
と
は
、
所
得
が
低
く
特

に
生
計
が
困
難
な
人
に
つ
い
て
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
社
会
福
祉

法
人
等
が
利
用
者
の
負
担
を
軽
減
す

る
制
度
で
す
。

社
会
福
祉
法
人
軽
減
制
度
の

対
象
と
な
る
人
（
す
べ
て
の

要
件
を
満
た
す
人
）

①　

住
民
税
世
帯
非
課
税
の
人
。

②　

年
間
収
入
が
単
身
世
帯
で
１
５

０
万
円
（
世
帯
員
が
１
人
増
え
る

ご
と
に　

万
円
を
加
算
し
た
額
）

５０

以
下
で
あ
る
人
。

③　

預
貯
金
な
ど
の
額
が
単
身
世
帯

で
３
５
０
万
円
（
世
帯
員
が
１
人

増
え
る
ご
と
に
、
１
０
０
万
円
を

加
算
し
た
額
）
以
下
で
あ
る
人
。

④　

日
常
生
活
に
供
す
る
資
産
以
外

に
活
用
で
き
る
資
産
が
な
い
人
。

⑤　

負
担
能
力
の
あ
る
親
族
な
ど
に

扶
養
さ
れ
て
い
な
い
人
。

⑥　

介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な

い
人
。

対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
は

①　

訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ

ー
ビ
ス
）

②　

通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

③　

短
期
入
所
生
活
介
護
（
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
）

④　

介
護
老
人
福
祉
施
設
（
入
所
サ

ー
ビ
ス
）

社
会
福
祉
法
人
軽
減
制
度
が
始
ま
り
ま
す

（
平
成　

年
１
月
１
日
ス
タ
ー
ト
）

１８



　　　　��������
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」
と
い
う
孤
児
の
た
め
の
学
校
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
行
く
機
会
を
得
て
、
子
ど
も
達

に
英
語
を
教
え
た
り
、
織
物
や
裁
縫
や
紙
す
き
の

技
術
を
教
え
た
り
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
子
ど
も
達
は
学
校
の

運
営
の
た
め
の
資
金
と
な
る
タ
イ
の
観
光
土
産
を

つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
私
は
大
学
で
好

き
な
も
の
を
作
成
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
の
子

ど
も
達
は
売
れ
る
も
の
を
つ
く
ら
な
い
と
い
け
な

い
の
で
大
変
だ
と
思
い
ま
し
た
。
私
が
教
え
て
き

た
技
術
が
す
こ
し
で
も
生
か
し
て
も
ら
え
る
と
い

い
な
、
と
思
い
ま
し
た
。
実
際
に
参
加
し
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
本
当
に
大
事
だ
と
思
い
ま
し

た
。

　

最
近
日
本
で
は
子
ど
も
達
が
悲
し
い
事
件
に
巻

き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
私
は
子
ど
も
達
を
守
る
た

め
の
有
効
な
方
法
は
ま
だ
思
い
つ
き
ま
せ
ん
が
、

ア
メ
リ
カ
で
も
日
本
で
も
子
ど
も
達
は
町
や
地
域

の
宝
物
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
彼
ら
を
み
ん
な
で
守
っ
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
今
年
の
日
本
は
記

録
的
な
寒
い
冬
の
よ
う
で
す
。
私
の
住
ん
で
い
た

カ
ン
ザ
ス
も
雪
が
降
る
寒
い
地
域
で
す
が
、
日
本

は
も
っ
と
寒
く
て
本
当
に
び
っ
く
り
し
て
い
ま

す
。

　

年
末
年
始
の
休
み
を
利
用
し
て
、
タ
イ
に
行
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
休
暇
の
間
に
何
か
重

要
な
こ
と
を
し
た
か
っ
た
の
で
す
。
タ
イ
は
と
て

も
暖
か
か
っ
た
の
で
、
久
し
ぶ
り
に
日
本
で
の
こ

た
つ
生
活
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

B
A
A
N

　

タ
イ
の
サ
ン
カ
ラ
ブ
リ
に
あ
る
「 
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�
防
犯
の
た
め
の
啓
発
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
防
犯
器

材
の
紹
介

�
犯
罪
発
生
情
報

�
犯
罪
情
報
分
析
ニ
ュ
ー
ス

◆
登
録
方
法

①
携
帯
電
話
で
、「a

n
ze
n
@
k
-a
n
s
h
in
.p
re
f.

  
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
  
  
  

k
y
o
to
.jp

 
 
 
  
   
 
」
ま
で
空
メ
ー
ル
を
送
信

②
京
都
府
か
ら
登
録
案
内
の
メ
ー
ル
が
返
信
さ
れ

ま
す
の
で
、
利
用
規
約
を
ご
確
認
の
上
メ
ー
ル
内

に
記
載
さ
れ
て
い
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
へ
ア
ク
セ
ス

＊
登
録
が
終
了
す
る
と
携
帯
電
話
の
画
面
に
登
録

完
了
の
表
示
が
さ
れ
ま
す

�
�
�
�
�
�
�
�

▼
気
象
情
報
・
防
災
情
報
（
府
総
務
部
防
災
室　

℡
０
７
５
‐
４
１
４
‐
４
４
６
６
）

▼
要
配
慮
者
・
支
援
者
情
報
（
府
保
健
福
祉
部
障

害
福
祉
室　

℡
０
７
５
‐
４
１
４
‐
４
５
９
８
）

▼
防
犯
・
犯
罪
情
報
（
府
民
労
働
部
安
心
・
安
全

ま
ち
づ
く
り
推
進
室　

℡
０
７
５
‐
４
１
４
‐
５

０
７
９
）

　

京
都
府
か
ら
登
録
内
容
に
応
じ
て
、
以
下
の
内

容
を
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
�
�
�



�
大
雨
や
洪
水
な
ど
の
注
意
報
（
年
間
約
５
９
０

回
）
や
警
報
（
年
間
約　

回
）
の
気
象
情
報

３０

�
地
震
発
生
時
の
各
地
の
震
度
に
関
す
る
情
報
や

指
定
河
川
洪
水
予
報
な
ど

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
防
災
啓
発
情
報
（
災
害
発
生
時
の
心
構
え
や
備

え
等
）

�
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
案
内

�
災
害
時
に
お
け
る
道
路
情
報
、
河
川
情
報

�
�
�
�
���
�
�
	


�
�


�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�
�
�

�
手
話
通
訳
養
成
講
座
な
ど
各
種
講
習
会
の
案
内

�
災
害
時
の
生
活
相
談
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
案
内

防
災
情
報
や

防
犯
情
報
等
を

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　井手町内から、携帯電話で１１９番通報をす
ると、従来までは宇治市消防本部につなが
り、その後京田辺市消防本部へ転送されてい
ましたが、平成１８年２月１日より、直接京田
辺市消防本部へつながるようになりました。
�携帯電話からの１１９番通報時の注意事項
�災害発生場所の町名や場所をしっかり確認
の上、１１９番通報
�自動車運転中は、安全な場所に停車してか
ら１１９番通報
�消防本部から折り返し問い合わせる場合が
ありますので、通報された方の携帯電話番
号と名前を伝えて下さい
�救急車や消防車が到着するまでは、携帯電
話の使用をなるべく避け、電源を切らない
で下さい
�市や町の境界付近で通報した場合は、電波
状況等により近隣市町の消防本部へつなが
る場合がありますが、「井手町」と伝えると、
京田辺市消防本部へ転送されます
＊お問い合わせは、消防署井手分署
　（℡８２‐３０００）まで

携帯電話からの１１９番通報
直接受信のお知らせ

�
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健

康

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
２
月　

日
（
木
）

１６

　
　

／
３
月
９
日
（
木
）

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

対
象
／　

歳
以
上

４０

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

子

育

て

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
２
月　

日
（
木
）
午
前
９
時
半
〜
正
午

２３

場
所
／
玉
泉
苑

＊
毎
月
第
４
木
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡　
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
	

《
１
歳
半
健
診
》

日
時
／
３
月
６
日
（
月
）

対
象
／
Ｈ　

・
７
・
１
か
ら
Ｈ　

・
９
・
６
生
ま
れ

１６

１６

《
３
歳
児
健
診
》

日
時
／
３
月
３
日
（
金
）

対
象
／
Ｈ　

・
７
・
３
か
ら
Ｈ　

・　

・
３
生
ま
れ

１４

１４
１０

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
１
時
半

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

《
三
種
混
合
》

日
時
／
２
月　

日
（
火
）

１４

　
　

／
３
月　

日
（
火
）

１４

�
第
一
期
初
回
は
生
後
６
ヶ
月
〜
６
歳
ま
で
に
３

回
接
種
。
で
き
る
だ
け
４
歳
ま
で
に
完
了

�
第
一
期
追
加
は
、
初
回
３
回
接
種
完
了
後
１
年

〜
１
年
６
ヶ
月
の
間
に
１
回
接
種

　
　

／
３
月　

日
（
金
）

１０

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／
２
月　

日
（
金
）

２４

　
　

／
３
月
８
日
（
水
）・　

日
（
金
）

１０

　
　

い
ず
れ
も
午
前　

時
〜
正
午

１０

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
教
室
》

日
時
／
２
月　

日
（
火
）
午
後
１
時
半
か
ら
３
時

１４

《
メ
ッ
シ
ュ
ク
ラ
フ
ト
教
室
》

日
時
／
２
月　

日
（
木
）
午
前　

時
〜
正
午

１６

１０

　
　

／
２
月　

日
（
木
）

２３

　
　

／
３
月
６
日
（
月
）

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

＊
場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
研
修
棟

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡　

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

《
お
や
き
づ
く
り
》

日
時
／
２
月　

日
（
水
）
午
後
１
時
半
〜

２２

場
所
／
玉
泉
苑

《
カ
プ
セ
ル
の
花
飾
り
》

日
時
／
３
月　

日
（
水
）
午
後
１
時
半
〜

１５

場
所
／
玉
泉
苑

費
用
／
い
ず
れ
も
２
０
０
円

対
象
／　

歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る
方

６０

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月　

日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
だ

１０

よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳
し
い
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

山
城
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム 

参
加
者
募
集

日
時
／
２
月　

日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら

１８

場
所
／
文
化
パ
ル
ク
城
陽
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

お
申
し
込
み
／
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

�
住
所　

６
１
１
‐
０
０
２
１
京
都
府
山
城
広
域

振
興
局
企
画
振
興
室
（
宇
治
市
宇
治
若
森
７
‐
６
）

�
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
７
７
４
（　

）
８
８
６
５

２２

�

y
a
m
a
s
h
in
-k
i-k
ik
a
k
u
@

Ｅ
メ
ー
ル　
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＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
山
城
広
域
振
興
局
企
画
振

興
室
（
℡
０
７
７
４
‐　

‐
２
０
４
９
）
ま
で

２２

講
座
・
教
室

�
�
�
�
�
�
�
�
	

日
時
／
２
月　

日
（
火
）・　

日
（
火
）

１４

２８

　
　

／
３
月　

日
（
火
）

１４

　
　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
９
時

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
２
月　

日
（
土
）
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

２５

�
�
�
�
�
�
�
�
	


��

日
時
／
２
月　

日
（
土
）

１８

　
　

／
３
月
４
日
（
土
）

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

体
育
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡　

‐
８２

４
１
１
２
）
ま
で
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
２
月　

日
（
金
）

２４

ひ
と
り
親
家
庭
を
励
ま
す 

知
事
と
新
入
学
児
等
の
つ
ど
い

日
時
／
３
月　

日
（
日
）
午
前　

時
〜
午
後
２
時

１２

１０

半場
所
／
京
都
テ
ル
サ
（
京
都
市
南
区
新
町
通
九
条

下
ル
）

内
容
／
知
事
と
一
緒
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
記

念
品
贈
呈

お
申
し
込
み
／
官
製
は
が
き
に
「
新
入
学
児
童
の

つ
ど
い
参
加
希
望
」
と
記
入
の
上
、
住
所
、
電
話

番
号
、
保
護
者
氏
名
、
新
入
学
児
童
及
び
同
行
さ

れ
る
兄
弟
等
の
名
前
、
生
年
月
日
、
性
別
、
会
場

へ
の
交
通
費
を
記
入
し
次
の
住
所
へ
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。

〒
６
０
４
‐
０
８
７
４
京
都
市
中
京
区
清
水
町
３

７
５

府
立
総
合
社
会
福
祉
会
館
内
母
子
寡
婦
福
祉
連
合

会
又
は
府
民
生
児
童
委
員
協
議
会
宛
て

＊
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
都
府
生
活
福
祉
室
（
℡

０
７
５
‐
４
１
４
‐
４
５
８
５
）
ま
で
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混
雑
し
、
十
分
な
ご
相
談
が
で
き
な
い
ば
か
り
で

な
く
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、
お
早
め
に
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。

◎
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.n
ta
.g
o
.jp
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�
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住
民
税
の
申
告
受
付
は
、
町
職
員
が
各
地
区
に

出
張
し
て
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。
日
程
は
別
表

の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
申
告
書
は
２
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

◎
住
民
税
の
申
告
期
限
は
３
月　

日
（
水
）
で
す
。

１５

※
申
告
期
限
内
に
申
告
が
な
け
れ
ば
、
課
税
証
明

や
所
得
証
明
書
の
交
付
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
提
出
さ
れ
た
方

は
、
住
民
税
の
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

主
な
収
入
・
所
得
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�

�
農
地
や
空
き
地
を
駐
車
場
と
し
て
貸
し
た
場
合

の
収
入
。

�
ア
パ
ー
ト
や
貸
間
等
の
収
入
。

�
�
�
�
�

�
知
人
や
会
社
な
ど
に
貸
し
付
け
た
お
金
の
利
子
。

�
公
的
年
金
（
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・
共
済
年

金
）
の
収
入
。

�
�
�
�
�
�

�
パ
ー
ト
等
の
収
入
。

◎
確
定
申
告
の
受
付
期
間
は
２
月　

日
（
木
）
か

１６

ら
３
月　

日
（
水
）
ま
で
で
す
。

１５

※
土
・
日
曜
日
は
閉
庁
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
宇

治
税
務
署
で
は
、
２
月　

日
（
日
）・　

日
（
日
）

１９

２６

の
２
日
間
は
確
定
申
告
の
相
談
、
申
告
書
の
受
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

日
時
／
２
月　

日
（
火
）
午
後
１
時
半
〜
３
時

２８

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時
／
３
月
７
日
（
火
）
午
後
１
時
半
〜
３
時

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

�
�
�
�
�
�
�
�
	



《
育
児
相
談
・
遊
び
の
広
場
》

日
時
／
２
月　

日
（
水
）
午
前
９
時
半
〜　

時
半

１５

１０

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
育
児
相
談
》

日
時
／
３
月
８
日
（
水
）
午
前
９
時
半
〜　

時
半

１０

場
所
／
西
部
公
民
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
��

日
時
／
２
月　

日
（
月
）・　

日
（
月
）

１３

２７

　
　

い
ず
れ
も
午
前　

時
半
〜
午
後
２
時

１０

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡　

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２
税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

��

　

今
年
も
所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い

て
き
ま
し
た
が
、
申
告
の
準
備
は
も
う
お
済
み
で

す
か
。

　

所
得
税
は
、
納
税
者
の
み
な
さ
ん
自
ら
が
一
年

間
の
所
得
と
税
金
を
計
算
し
、
申
告
・
納
税
す
る

制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
申
告

し
な
い
で
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
た
り
、
間
違
っ
た

申
告
を
さ
れ
ま
す
と
あ
と
で
不
足
の
税
金
を
納
め

る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
や
延
滞
税
も
納
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

申
告
を
す
る
と
き
は
、
一
年
間
の
収
入
を
も
う

一
度
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

《
Ｂ
Ｃ
Ｇ
》

日
時
／
２
月　

日
（
月
）

２０

�
生
後
１
〜
６
ヶ
月
ま
で
に
受
け
て
下
さ
い

受
付：
午
後
２
時
〜
２
時　

分
４５

＊
母
子
手
帳
と
予
診
票
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い＊
「
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
毎
回
必
ず
読

ん
で
く
だ
さ
い

場
所
／
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

各
種
相
談

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

日
時
／
２
月　

日
（
月
）・　

日
（
月
）

２０

２７

　
　

／
３
月
６
日
（
月
）

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

日
時
／
２
月　

日
（
月
）

１３

　
　

／
３
月　

日
（
月
）

１３

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
／
賀
泉
苑

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
２
月　

日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

２７

場
所
／
玉
泉
苑

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

日
時
／
２
月　

日
（
月
）
午
後
１
時
〜
４
時

２７

場
所
／
玉
泉
苑

＊
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
週
月
曜
日

（
月
４
回　

第
１
・
３
・
４
は
、
玉
泉
苑
、
第
２
は

賀
泉
苑
）
に
開
設
し
て
い
ま
す
。（
第
５
月
曜
日
と

祝
祭
日
に
あ
た
る
月
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
）

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡　
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で
。

場　　所日　　　時区名

玉水公民館午前９時～　
　　午後３時３月１日（水）玉水

水無公民館〃３月２日（木）水無
高月

上井手区公民館〃３月３日（金）上井手

人権交流センター
研修棟〃３月６日（月）北

人権交流センター
研修棟〃３月７日（火）南

石垣公民館〃３月８日（水）石垣

ＪＡ京都やましろ
井手町支店〃

３月９日（木）東部
西部
北部 ３月１０日（金）

南部公民館〃３月１３日（月）南部

宝蔵院午前９時半～
　　　１１時半３月１４日（火）有王

� 住民税申告相談日 �

上記のとおり申告相談を行いますので、
印鑑を忘れずにご持参ください。

◎
納
期
限
を
過

ぎ
ま
す
と
、
延

滞
税
が
か
か
り

ま
す
。

�
�
�
�
�
�

�
日
時
／
２
月　
２２

日
（
水
）
午
前

　

時
〜
午
後
４

１０時
（
相
談
受
付

の
締
め
切
り
は

午
後
３
時
で

す
）

場
所
／
役
場
３

階
会
議
室

※
毎
年
、
申
告

期
限
が
間
近
に

な
り
ま
す
と
、

税
務
署
は
大
変



�������������

�
雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

�
視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、
１
週
間

☆�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

「
ガ
ー
ル
」 

奥
田
英
朗

「
か
も
め
食
堂
」 

群
よ
う
こ

「
Ｉ　

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
」

 

石
田
衣
良

「
キ
タ
イ
」 

吉
来
駿
作

�
�
�
�
�
火
曜
日
〜
日
曜
日

�
�
�
�
�
�

　

月
〜
翌
年
３
月　

午
前　

時
〜
午
後

１０

１０

５
時

☆
２
月
・
３
月
の
休
館
日

�
２
月　

・　

・　

・　

・　

日

１３

１４

２０

２３

２７

�
３
月
６
・　

・　

・　

・　

・　

日

１３

２０

２２

２７

３０

☆�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
図
書
は
１
人　

冊
、
２
週
間

１２

「
砂
漠
の
薔
薇
」 

新
堂
冬
樹

「
小
鳥
は
い
つ
歌
を
う
た
う
」

 

ド
ミ
ニ
ク
・
メ
ナ
ー
ル

�
�
�
�

「
う
さ
ぎ
の
ル
ー
ピ
ー
ス
ー
」 
ど
い
か
や

「
ね
ど
こ 
ど
こ
か
な
？
」

 

ト
ー
ル
・
フ
リ
ー
マ
ン

「
は
じ
め
て
の
よ
う
ち
え
ん
」

 

バ
レ
リ
ー
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ

「
ゆ
き
が
や
ん
だ
あ
と
で
…
」

 

Ｍ
・
ミ
ト
ゥ
ー
リ
チ

☆�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

３
月　

日
（
土
）

１１

午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

２
月　

日
（
土
）

１８

３
月　

日
（
土
）

１８

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

山内一豊と妻千代
中島道子
戦国の荒波に敗亡を余儀なくされ、一
族離散の憂き目を見た若き日。奇し
くも同様の生い立ちを背負った男と
女の出会いは、秀吉とおね、利家とま
つに比肩される夫婦二人三脚の成功
物語をつむぎ、後世に語り継がれた。
無骨な槍一筋の功名に生きる山内一
豊と、独自の才知智で夫を支え続けた
千代。夫と妻の細やかな心の交流を
描きながら、乱世に苦闘する人間模様
を活写した力作。

これから社会に出るきみへ
エドワード・ホフマン
人生は勝ち負けじゃない。自分
の道を見つけよう！　スピルバ
ーグ、スティーヴン・キング、
ヒラリー・クリントン、ボン・
ジョヴィ…。各界の第一人者６０
人からの胸を打つメッセージを
集成。大学の卒業式での名スピ
ーチを収録。

アンパンマンたんじょう
やなせたかし
アンパンマンとばいきんまんが
生まれた時のお話です。チーズ
も初めて登場します。世界のど
こにもない、心を持ったあんぱ
ん、アンパンマンはどのように
して誕生したのでしょう？

春はあけぼの
たんじあきこ
清少納言の時代を超えた名文が、
きれいでかわいい絵本になりま
した。声に出して読んで気持ち
よく、四季のイラストをながめ
て楽しい、子どもから大人まで
楽しめる一冊。

�

�

�

�

�����������������������������
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�
�

�
�
会
社
員
（
第
２
号
被
保
険
者
）
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者
は
、
国
民
年
金
の
第
３
号
被
保
険

者
と
な
り
ま
す
。
第
３
号
被
保
険
者
に
該
当
す
る

方
は
、
直
接
保
険
料
を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
必
ず
届
け
出
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

届
け
出
を
忘
れ
て
い
る
と
保
険
料
未
納
扱
い
と
な

っ
て
し
ま
う
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

あ
な
た
の
場
合
は
、
今
後
夫
の
扶
養
に
入
る
と

い
う
こ
と
で
す
の
で
、『
第
３
号
被
保
険
者
』
に
該

当
し
ま
す
。
届
け
出
は
夫
が
勤
務
す
る
会
社
の
事

業
主
等
へ
提
出
し
、
事
業
主
等
が
社
会
保
険
事
務

所
へ
提
出
し
ま
す
。
夫
の
扶
養
に
入
る
手
続
き
を

す
る
届
出
用
紙
『
健
康
保
険
被
扶
養
者
（
異
動
）

届
』
と
『
第
３
号
被
保
険
者
関
係
届
』
は
複
写
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
あ
わ
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、「
夫
が
会
社
を
退
職
し
た
」、「
あ
な
た
自

身
の
収
入
増
に
よ
り
夫
の
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た
」

と
き
は
第
３
号
被
保
険
者
で
は
な
く
な
り
第
１
号

被
保
険
者
と
な
り
ま
す
の
で
住
民
課
の
国
民
年
金

担
当
窓
口
へ
届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
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※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場衛生課（TEL０７７４-８２-２００１）まで
※年末の収集は別途通知します
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※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで
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れがチームとなって結集すれば、地球規模の大きな力になれ
る。「チーム・マイナス６％」。このことばには、そんな思いが
込められています。
　買い物袋を遠慮すること、エアコンを少し控えること、水
や電気を節約すること。身近にできるちょっとしたことが、
チームになれば大きな力になる。その力は、確実に地球温暖
化防止に役立つのです。大切なのは、チームの力を信じて、
一人ひとりが、できることから実践していくこと。チーム・
マイナス６％に、あなたの力を貸してください。

みんなで止めよう温暖化
　チーム・マイナス６％は京都議定書の目標を達成するため
の国民的プロジェクトです。
　『地球環境』…このとてつもなく大きなテーマに対して、私
たち一人ひとりができることは何でしょうか？
　一人ひとりの力はそれほど大きくないかもしれない。一人
ひとりの行いは、ちょっとしたことかもしれない。でも、そ
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 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail�idekika@silver.ocn.ne.jp
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電話番号名　　称

0774－82－2001
2160
2237
2468
3290

井手町役場

0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－4412井手小学校有王分校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署
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　写真はメールまたは郵送でお送りください（役場持込
可）。以下のことを忘れずに書き添えてください。ご応募
お待ちしています。
◆ペットの名前・性別　◆飼い主さんからのコメント
◆お名前・住所・電話番号
◎郵送の場合
〒６１０－０３０２　綴喜郡井手町井手南玉水６７
　総務部企画財政課『我が家のペットじまん』係
◎Ｅメールの場合
※件名に必ず『ペットじまん掲載希望』とお書きください
　ｉｄｅｋｉｋａ@ｓｉｌｖｅｒ.ｏｃｎ.ｎｅ.ｊｐ
�写真は返却できません
�応募いただいても紙面の都合により掲載できない場合も
あります
�写真が小さすぎたり（プリント写真はサービスサイズＬ
版、デジタル写真は５００ＫＢ～１ＭＢのサイズの範囲で
お願いします）、ピントあっていなかったり、加工済みの
ものはご遠慮ください
�名前、住所が未記入の場合
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あなたのお家のペットの写真を募集します


